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H A K U J U

ホームページに最新情報を随時更新しております。
住所変更もこちらからお願い致します。
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会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
白
樹
会
活
動
に
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

全
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
進
み
、も
う
3
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

山
梨
に
お
い
て
も
感
染
者
数
の
高
止
ま
り
で

先
が
見
通
せ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
と
の
関
係
が
希
薄
に

な
り
孤
独
感
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
、
こ

こ
ろ
の
病
を
抱
え
命
を
絶
つ
人
も
出
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
ロ
シ
ア
か

ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
攻
撃
で
多
く
の
命
が
失

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
看
護
職
は
、
命
と
向
き
合
い
責
任

の
重
い
現
場
で
働
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
人

の
命
の
重
さ
・
尊
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
変
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、「
看

護
の
こ
こ
ろ
」
を
大
切
に
、
人
と
の
距
離
は

と
っ
て
も
心
は
つ
な
が
り
を
切
ら
さ
ず
に
、

一
人
で
も
多
く
の
命
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を

祈
る
ば
か
り
で
す
。

　

改
め
て
、
会
員
の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
母
校
の
学
生
が
コ
ロ
ナ
禍
で

も
、
よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
勉
学
に
打
ち
込

め
る
よ
う
に
空
気
清
浄
機
２
機
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
そ
の
他
に
学
生
へ
の
食
糧
支
援
、
大

学
院
講
師
用
の
飲
料
水
を
贈
呈
等
新
た
な
取

り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
同
窓
会
と
し
て
の
支
援
の
在
り

方
を
考
え
、
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
白
樹
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

定
期
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
こ
２
年

は
リ
モ
ー
ト
で
開
催
し
、
記
念
講
演
も
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
度
は
定
期
総

会
・
記
念
講
演
を
対
面
と
リ
モ
ー
ト
で
実
施

す
る
方
向
で
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
と
し
ま
し
て
も
、
よ
り
会
員
相
互

の
連
帯
を
深
め
母
校
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
、
役
員
一
同
一
丸
と
な
り
、
白
樹
会
活

動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
方
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
と
共
に

　

皆
さ
ま
に
は
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち

事
務
局
員
一
同
は
、
会
長
副
会
長
と
と
も

に
同
窓
会
の
皆
さ
ま
の
活
動
や
学
生
の
支

援
、
白
樹
会
活
動
の
「
見
え
る
化
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
同
窓
会
誌
「
白
樹
」
の

質
の
向
上
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
環
境

整
備
、
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（CO
VID
-19

）
感
染
の
影
響
に
よ
る
生
活

困
難
な
学
生
に
対
し
て
の
食
糧
生
活
物
資

の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
寄
付

金
の
規
定
も
作
成
し
、
検
討
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。

　

母
校
に
と
っ
て
同
窓
会
が
必
要
不

可
欠
な
存
在
と
な
る
よ
う
、
役
員
・

事
務
局
員
一
同
、
心
を
一
つ
に
し
て

同
窓
会
を
発
展
さ
せ
て
参
る
所
存
で

す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
機
能
や
同
窓

生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
存
分
に
活
用

し
、
母
校
発
展
と
地
域
社
会
貢
献
の

一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
白
樹
会
の
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
主
体
的

か
つ
積
極
的
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

あ
い
さ
つ

公
立
大
学
法
人　

山
梨
県
立
大
学

　
　

看
護
学
部
同
窓
会
「
白
樹
会
」
会
長

山
梨
県
立
高
等
看
護
学
院
看
護
第
1
学
科

26
期
生　

小　

川　
　

忍

公
立
大
学
法
人　

山
梨
県
立
大
学

　
　
　

看
護
学
部
同
窓
会
「
白
樹
会
」
事
務
局
長

山
梨
県
立
大
学
看
護
学
部

　

教
授　

前　

澤　

美
代
子
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１）　通常総会開催�
２）　講演会�
３）　同窓会誌『白樹』の発行�

４）　山梨県立大学看護学部行事への参加・協力　　　
５）　在学生への支援活動�
６）　在学生との交流事業�
７）　白樹会基金設立�

８）　白樹会ホームページによる広報活動�
９）　その他�
　　　①リレーフォーライフジャパン2022甲府への支援・参加
　　　②山梨県立大学大学院看護学研究科生への支援

　2021−2022年事業計画 　 

白樹会一般会計決算報告（2020.10−2021.9）
収入総額 2,949,529 円
支出総額 1,873,185 円

差し引き残額 1,076,344 円
〈収入の部〉 （単位　円・△減）

項　　　目 予算額 決算額 増　　　減 備　　　　　考
繰 越 金 1,069,520 1,069,520 0
入会金及び終身会費 2,000,000 188,000 △ 120,000
雑 収 入 10 9 △ 1
合 計 3,069,530 2,949,529 △ 120,001

〈支出の部〉
項　　　目 予算額 決算額 増　　　減 備　　　　　考

会 議 費 200,000 95,415 △ 104,585
事 業 費 1,500,000 1,213,008 △ 286,992
事 務 費 280,000 118,377 △ 161,623
賃 金 50,000 0 △ 50,000
慶 弔 費 50,000 10,000 △ 40,000
予 備 費 989,530 436,385 △ 553,145
合 計 3,069,530 1,873,185 △ 1,196,345

白樹会特別基金決算報告（2020.10−2021.9）
収入総額 5,010,718 円
支出総額 0 円

差し引き残額 5,010,718 円
〈収入の部〉 （単位　円・△減）

項　　　目 予算額 決算額 増　　　減 備　　　　　考
前 年 度 繰 越 金 5,010,675 5,010,675 0
利 息 44 43 △ 1
合 計 5,010,719 5,010,718 △ 1

〈支出の部〉
項　　　目 予算額 決算額 増　　　減 備　　　　　考

被災学生等支援費等 200,000 0 △ 200,000
合 計 200,000 0 △ 200,000

＊細項目等はページ構成の関係ですべて記載できない為、白樹会ホームページより総会資料をご確認ください。
会計 三澤みのり、高取充祥

2021年度　同窓会役員
氏　　名 所属・役職名 卒業期

名誉会長 早　川　正　幸 公立大学法人 山梨県立大学 学長

名誉会員

松　野　かほる 前山梨県立看護大学 学長

林　　　滋　子 前山梨県立看護大学・
山梨県立看護大学短期大学部 学長

望　月　　　勲 前山梨県立看護大学短期大学部 学部長
松　下　由美子 前山梨県立大学看護学部 学部長
佐　藤　悦　子 前公立大学法人 山梨県立大学看護学部 学部長
流　石　ゆり子 前公立大学法人 山梨県立大学看護学部 学部長
村　松　照　美 前公立大学法人 山梨県立大学看護学部 学部長

顧 問 名　取　初　美 公立大学法人 山梨県立大学看護学部 学部長
会 長 小　川　　　忍 甲府市役所福祉保健部 看１科26回生

副 会 長
市　川　佳　子 山梨大学医学部附属病院 県立大４回生
大　森　　　泉 東京西徳洲会病院 看短大９回生・県大院８回生

監 事
山　本　美代子 自宅 看１科15回生・保健科16回生
齊　藤　けさ子 自宅 看１科15回生・保健科16回生

2021年度　同窓会事務局
氏　　名 所　　属 卒業期

事務局長 前　澤　美代子 公立大学法人 山梨県立大学看護学部 看１科34回生

書 記
飯　嶋　玲　奈 公立大学法人 山梨県立大学看護学部 県立大５回生県大院12回生
横　内　理　乃 公立大学法人 山梨県立大学看護学部 看１科32回生

会 計
高　取　充　祥 公立大学法人 山梨県立大学看護学部 県立大１回生

三　澤　みのり 公立大学法人 山梨県立大学看護学部 看１科41回生・保健科42回生
県大院２回生

事務局員

大久保　知　香 山梨県福祉保健部中北保健福祉事務所 看短大６回生
小　沢　めぐみ 峡南医療センター富士川病院 看短大６回生
五　味　　　瞳 公益財団法人山梨厚生会　山梨厚生病院 看短大５回生
星　野　麻　子 山梨県立育精福祉センター 看短大４回生
渡　邊　　　優 国民健康保険 富士吉田市立病院 看護大５回生
井　出　和　子 医療法人 のだ内科クリニック 看２科10回生
三　枝　　　享 公立大学法人 山梨県立大学看護学部 県立大３回生
見　髙　智　香 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院 県立大１回生
木　村　友　里 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院 県立大10回生
奥　田　悠　祐 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院 県立大11回生
樋　口　知　香 山梨大学医学部附属病院 県立大11回生
山　岸　大賀彦 地方独立行政法人山梨県立病院機構　山梨県立中央病院 県短大３回生
小　林　美　南 国民健康保険 富士吉田市立病院 県立大11回生
望　月　志保美 山梨大学教育学部附属中学校 看１科40回生・保健科41回生

卒業学校名称 略称
看護第１学科 看１科
保 健 学 科 保健科
看護第２学部 看２部
看護第３学部 看３部

卒業学校名称 略称
看護第２学科 看２科
看 護 短 大 看短大
看 護 大 学 看護大
県 立 大 学 県立大

卒業学校名称 略称
看護大学大学院 看大院
県立大学大学院 県大院
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今年度の事業１

聖灯祭のための支援金を
実行委員長にお贈りしました。

学生の活動のためのチューター費を
学部長にお贈りしました。

【学生支援事業】
新型コロナウイルス感染症蔓延に伴い、食料や日用品の支援、Airdogを寄附しました。

白樹会からの支援に感謝！！
　白樹会からのご支援があったことで、チューターミー
ティングや、２・３年生実習頑張ろう会、４年生を送
る会など様々なチューター活動を通して、活発な学生
間交流を開催することができました。コロナ禍による
アルバイトの制限やオンライン授業など、多くの制限
がある中でも、このように上級生・下級生交えて学生
間の交流が継続できたことは、大先輩である白樹会の
皆様からのご支援のおかげであり、私たち学生にとっ
て、とても大きな支えでした。この感謝の気持ちを伝
えたいと思い寄稿させて頂きました。本当にありがと
うございました。

９チューター　大桃　唯華（2021年度卒業生）
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【合格祈願・卒業記念品贈呈】

【構内環境整備】

【学生入会ガイダンス】
小川会長が学部生と大学院生に向けて

入会の説明を行いました。

国家試験合格を祈って鉛筆を贈りました。

新入生の入学に合わせて花壇を整備しました。



看護師

保健師

助産師

養護教諭

テ
ー
マ「
祈
り
」

同窓生の活躍
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
て
か
ら
2
年
半
以
上
が

経
ち
ま
し
た
が
、
現
在
も
な
お
変
異
を
続
け
、
先
が
見
え
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

私
が
コ
ロ
ナ
病
棟
へ
の
支
援
が
決
ま
っ
た
時
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
苦
し
む
患
者
様
の
看
護
が
出
来
る
の
か
、
自
身
も
感
染
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
不
安
と
恐
怖
で
一
杯
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
病
棟
で

は
、
呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
患
者
様
、
孤
独
を
感
じ
て
い
る
患
者

様
な
ど
様
々
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
患
者
様
が
い
ま
し
た
。
私
は

患
者
様
を
傍
で
励
ま
し
、
心
身
の
支
え
に
な
る
事
が
出
来
る
よ
う
看

護
を
行
い
、
そ
の
際
の
「
あ
り
が
と
う
。」
と
い
う
患
者
様
か
ら
の
言

葉
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
看
護
は
様
々
な
制
限
や
苦
痛
を
強
い
ら
れ
て
い
る

状
況
で
す
。
私
は
看
護
職
者
の
一
員

と
し
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
闘
い

な
が
ら
患
者
様
の
命
を
守
り
、
よ
り

良
い
生
活
が
送
る
事
が
出
来
る
よ
う

精
進
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
発
達
・

開
発
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

脅
か
さ
れ
る
事
な
く
、
皆
が
自
由
に

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
日
々
に
な
る
事

を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

新
卒
か
ら
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
従
事
し
5
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
看
護
師
と
し
て
の
半
分
以
上
の
時
間
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
付
き
合
い
に
な
り
、
そ
の
影
響
を
様
々
な
場

面
で
感
じ
て
い
ま
す
。
流
行
し
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、
医
療
機
関

で
亡
く
な
ら
れ
た
療
養
者
様
の
お
悔
や
み
訪
問
に
伺
っ
た
際
、
感

染
症
の
影
響
で
親
族
と
会
わ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
、
と
話
さ

れ
て
い
た
ご
遺
族
の
姿
が
今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。
自

分
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
日
々
の
中
で
、
あ
る
末
期
が

ん
の
療
養
者
様
の
存
在
が
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
再
発
か
ら
進
行
が
と
て
も
早
く
、
刻
一
刻
と
変
化
し
て

い
く
状
態
に
、
気
を
張
り
詰
め
る
日
々
で
し
た
。
ご
家
族
の
心
労

も
想
像
を
超
え
る
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
状
況
を

想
定
し
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
期
は
自
宅
で
家
族
が
揃
う

中
、
眠
る
よ
う
に
息
を
引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。
奇
跡
の
よ
う
な
看

取
り
で
、
在
宅
医
療
の
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
た
経
験
で
し
た
。

　

私
自
身
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
手
を
取
り
合
い
支
え
合
う

こ
と
で
可
能
性
は
広
げ
ら
れ
る
と
実

感
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く
感
染
症

が
収
束
す
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、

地
域
の
方
々
が
可
能
な
限
り
望
む
生

き
方
が
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
看
護
を
通
し
て

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

鶴　

田　

由　

麻

看
護
師

手
を
取
り
合
っ
て�

ゆ
う
き
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

宇
佐
美　

奈　

見

訪
問
看
護
師

　

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
臨
床
現
場
で
は
様
々
な
変

化
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
入

院
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
全
て

P
C
R
検
査
を
行
い
、
陰
性
確

認
が
で
き
て
か
ら
入
院
し
て
も

ら
う
事
で
院
内
感
染
を
防
い
で

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
家
族
に

は
、
原
則
面
会
禁
止
と
い
う
対

応
を
取
ら
せ
て
頂
き
、
荷
物
の

受
け
渡
し
さ
え
も
看
護
師
が
仲
介
す
る
と
い
う
徹
底
さ
れ
た
環

境
の
中
で
入
院
生
活
を
送
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

入
院
さ
れ
た
後
、
患
者
さ
ん
が
家
族
と
会
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
退
院
さ
れ
る
時
、
重
要
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
の
時
、
危
篤
状
態
と
な
っ
た
時
と
か
な
り
限
局
さ
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
患
者
様
、
家
族
に
与

え
る
影
響
は
多
く
、
患
者
様
と
し
て
は
常
に
孤
独
を
強
い
ら
れ

た
中
で
の
療
養
生
活
と
な
り
ま
す
。
治
療
効
果
が
得
ら
れ
る
方

も
い
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
方
も
お
り
、
精
神
的
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
な
患
者
様
も
多
く
見
受
け
ら
れ
、
今
ま
で
以
上
に
看
護
師
に

期
待
さ
れ
る
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
日
々
の
看
護
を
行
う
中
で
家
族
と
の
関
わ
り
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
は
と
て
も
限
ら
れ
た
も
の
と
な
っ

て
い
る
中
で
、
患
者
様
、
家
族
に
と
っ
て
今
何
が
一
番
大
切
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
な
が
ら
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま

す
。
時
に
は
治
療
よ
り
も
家
族
と
と
も
に
過
ご
す
時
間
を
重
要

と
考
え
、
退
院
を
考
慮
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
今
考
え
て
い
る
「
祈
り
」
と
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
当

た
り
前
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
患
者
様
、
家
族
が
と
も
に
寄
り

添
い
、
疾
患
に
立
ち
向
か
う
事
が
で
き
る
環
境
が
再
び
訪
れ
る

事
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
が
落
ち
着
き
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
が
い

ち
早
く
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
脱
却
で
き
る
ま
で
、
今
私
が
看
護
師
と
し
て

で
き
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

臨
床
現
場
に
お
け
る
患
者
と

　
　
　
　
　
　
家
族
の
繋
が
り
に
つ
い
て

富
士
吉
田
市
立
病
院　

４
西
病
棟　

看
護
師　

三　

浦　

真　

樹

看
護
師
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私
は
現
在
、
母
子
保
健
推
進
・
難
病
対
策
・

健
康
づ
く
り
業
務
等
を
担
当
す
る
課
に
配
属
さ

れ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
し
て
は
、
濃
厚
接
触
者
の
検
査
や
健
康
観

察
、
体
調
不
良
時
の
受
診
調
整
、
相
談
対
応
等

に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

濃
厚
接
触
者
は
陽
性
者
の
体
調
の
心
配
や
自

身
の
発
症
へ
の
不
安
、
自
宅
待
機
に
よ
り
日
常

生
活
が
一
変
す
る
こ
と
へ
の
拒
否
感
等
様
々
な

感
情
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、
第
６
波
で
は
自
宅

療
養
と
な
る
陽
性
者
が
多
く
療
養
の
場
が
生
活

の
場
と
な
る
た
め
、
濃
厚
接
触
者
の
家
庭
内
で

の
感
染
予
防
策
が
よ
り
重
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
齢
や
職
業
、家
族
構
成
や
家
屋
の
状
況
等
、

対
象
者
の
生
活
背
景
を
把
握
し
、
個
々
の
状
況

に
合
わ
せ
た
相
談
対
応
を
行
う
こ
と
が
不
安
の

解
消
や
安
心
し
た
待
機
生
活
に
つ
な
が
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。今
後
も
丁
寧
に
対
応
し
た
い
で
す
。

　

今
ま
で
関
わ
っ
た
方
々
の
健
康
を
祈
り
つ
つ
、

地
域
で
生
活
す
る
方

が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
あ
っ
て
も
そ
の
人

ら
し
く
過
ご
し
て
い

け
る
よ
う
、
予
防
の

視
点
を
大
切
に
保
健

師
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

附
属
中
保
健
室
で
は
、
ド
ラ

え
も
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

保
健
室
入
口
の
連
絡
ボ
ー
ド

に
、
漫
画
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の

一
コ
マ
を
、
そ
の
日
の
気
分
で

選
ん
で
掲
示
し
て
い
る
の
だ
。
生
徒
が
保
健
室
前
を

通
る
時
に
、
足
を
留
め
て
一
瞥
す
る
。「
今
日
の
言
葉

を
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
た
か
な
？
」
私

の
微
笑
ま
し
い
一
時
に
な
っ
て
い
る
。

　

中
学
生
は
、
自
分
自
身
の
中
に
、
周
囲
と
異
な
る

自
分
独
自
の
世
界
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
年
頃
、
ま

さ
に
思
春
期
の
中
に
い
る
。「
中
２
病
」
と
揶
揄
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
が
、
自
己
愛
と
客
観
的
事
実
と
の
狭

間
で
悩
ん
で
い
る
。
か
わ
い
ら
し
い
。「
中
学
に
来
て

か
ら
、
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
な
い
」「
自
分
が
ど
う
思
わ

れ
て
い
る
か
怖
い
」「
友
達
が
つ
く
れ
な
い
」
な
ど
、

周
囲
の
学
力
・
リ
ー
ダ
ー
性
に
対
す
る
劣
等
感
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
脆
弱
さ
、
親
か
ら
の
期

待
に
対
す
る
負
担
を
抱
え
る
生
徒
の
来
室
が
多
い
。

そ
ん
な
生
徒
に
「
ド
ラ
え
も
ん
」
の
言
葉
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
含
め
、
悩
み
多
き
時
で
は
あ
る
。「
ほ

が
ら
か
に
笑
っ
て
い
れ
ば
い
い
こ
と
も
あ
る
よ
」、
ド

ラ
え
も
ん
に
私
の
気
持
ち
を
代
弁
さ
せ
る
。
私
は
、

祈
り
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
を
教
室
に
見
送
る
。

地
域
で
生
活
す
る
人
を
支
え
て
い
く

峡
南
保
健
福
祉
事
務
所
（
峡
南
保
健
所
）　

向　

山　

恵　

理 保
健
師

「
い
や
な
こ
と
は
さ
っ
さ
と
わ
す
れ
て
さ
。

ほ
が
ら
か
に
笑
っ
て
い
れ
ば
い
い
こ
と
あ
る
よ
。」

山
梨
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校　

養
護
教
諭　

望　

月　

志
保
美

養
護
教
諭

コ
ロ
ナ
禍
を
通
し
て
思
う
こ
と

笛
吹
市
役
所　

子
供
す
こ
や
か
部　

子
育
て
支
援
課　

野　

口　

千　

明
保
健
師

母
子
支
援
に
向
け
た
私
の
祈
り

山
梨
県
立
中
央
病
院　

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー　

岡　
　
　

千　

尋 助
産
師

　

感
染
対
策
に
伴
う
様
々
な
制
限
に
よ
り
、
集
団
指
導
が
出
来
な
く
な
っ
て
早
２
年
が
経
ち
ま
す
。
代
わ
り
の

策
と
し
て
D
V
D
を
作
成
し
個
別
で
視
聴
し
て
も
ら
う
等
、
現
場
で
は
試
行
錯
誤
し
て
妊
産
婦
に
必
要
な
支
援

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
事
柄
の
伝
達
は
出
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、
実
際
に
同
じ
境
遇
に
あ
る

妊
産
婦
や
家
族
の
交
流
の
場
が
持
て
な
い
事
で
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児

に
対
す
る
妊
産
褥
婦
の
心
の
持
ち
よ
う
は
何
か
変
化
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
孤
独
感
や
莫
大
な
不
安
を
抱
き
や
す
い
環
境
下
で
は
受
け

身
な
姿
勢
が
誘
発
さ
れ
ま
す
が
、
安
産
の
た
め
に
は
産
婦
自
身
が
分
娩

に
対
し
て
積
極
的
に
心
と
体
の
準
備
に
取
り
組
め
る
よ
う
継
続
し
た
支

援
が
必
要
で
す
。
ま
た
女
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
家
族
が
喜
び
や
幸

福
感
を
感
じ
、
安
心
し
て
育
児
生
活
が
送
れ
る
環
境
が
戻
っ
て
く
る
事

を
心
か
ら
祈
り
な
が
ら
、
専
門
職
と
し
て
専
門
性
を
極
め
、
状
況
に
応

じ
た
よ
り
良
い
支
援
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
は
現
在
、
子
育
て
支
援
課　

母
子
保
健
担
当
保
健
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
2
年
前
、
本
市
で
も
従
来
行
っ
て
い
た
保
健
事
業

の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
は
、
変
化
し
た
事
業
が
少
し
ず
つ
軌
道
に
の
り
は
じ

め
、
私
自
身
も
よ
う
や
く
環
境
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
日
頃
、
訪
問
や
健
診
で
お
会

い
す
る
お
母
さ
ん
方
か
ら
は
、「
マ
ス
ク
生
活
の
中
で
育
っ
た
子
供
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
」

「
マ
マ
友
と
会
う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
」「
同
世
代
の
子
供
同
士
が
接
す
る
機
会
が
減
っ
て
し

ま
っ
た
」
な
ど
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の
不
安
が
沢
山
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
保
健
師
と
し
て
、
子
育
て
家
庭
が
少
し
で
も
安
心
し
て

子
育
て
を
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
と
悩
み
、
保

健
師
間
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
以
前

と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
生
活
を
通
し
て
、
日
常
へ
の
あ
り
が
た

み
を
強
く
感
じ
ま
す
。
早
く
日
常
が
戻
る
こ
と
を
祈
り
つ
つ
、

今
あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
を
持
ち
な
が
ら
、
日
々
を
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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山
梨
県
立
大
学
看
護
学
部　

学
部
長　

名　

取　

初　

美

　

山
梨
県
立
大
学
看
護
学
部
同
窓
会
白
樹
会
の
皆
さ
ま
に

は
、
日
頃
か
ら
看
護
学
部
の
教
育
お
よ
び
学
生
へ
の
多
大

な
ご
協
力
・
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

学
生
へ
の
食
料
品
の
提
供
や
マ
ス
ク
の
寄
付
な
ど
と
と
も

に
、
同
窓
会
の
先
輩
方
か
ら
の
温
か
い
気
持
ち
も
一
緒
に

届
い
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
祈
り
」
だ
と
伺
い
ま
し
た
。
祈
り

と
は
「
生
宣
り
」、
つ
ま
り
「
生
き
る
こ
と
や
い
の
ち
を
宣

言
す
る
こ
と
」、「
自
分
の
命
に
感
謝
し
見
守
っ
て
も
ら
う

こ
と
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
に
生
き
て
い
ま
す
。〝
平

和
〟
と
か
〝
普
通
〟
が
い
か
に
貴
重
で
あ
る
か
を
感
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
生
の
皆
さ
ま
に
は
今

あ
ら
た
め
て
生
き
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
と
も
に
専
門

職
者
と
し
て
の
知
識
・
技
術
・
態
度
を
積
み
重
ね
て
い
き
、

地
域
貢
献
で
き
る
看
護
者
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
教
職
員
一
同
は
教

育
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
こ
れ

か
ら
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
スSARS-Cov2
に
よ
る
感
染
症
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
、
デ
ル
タ
株
や
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
な
ど
そ
の
変
異
体

に
よ
る
感
染
の
波
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
未
だ
完
全
な
終
息
に

は
至
ら
な
い
曖
昧
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

間
、
白
樹
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
医
療
看
護
の
最
前
線
に
た

ち
日
夜
奮
闘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

さ
て
、「
人
類
の
歴
史
は
感
染
症
と
の
闘
い
の
歴
史
で
も
あ

る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
古
代
日
本
に
お
い
て
疫
病
は
疱

瘡
神
な
ど
の
疫
神
の
し
わ
ざ
と
さ
れ
、
流
行
時
に
は
神
を
祭
っ

て
退
散
を
祈
る
呪
術
的
、
宗
教
的
な
対
処
法
が
と
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
疫
病
や
火
災
な
ど
の
災
厄
が
村
中
に
入
ら
な
い
よ

う
、
集
落
の
界
に
幣
束
を
立
て
る
道
祖
神
な
ど
の
儀
礼
は
今

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
は
変
わ
り
、
現
代
で
は
自
然
の
仕
組
み
を
解
き
明
か

す
科
学
が
飛
躍
的
な
進
歩
を
み
せ
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技
術

な
ど
分
子
レ
ベ
ル
の
先
端
研
究
に
基
づ
き
、
有
効
な
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
が
次
々
と
開
発
・
実
用
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
感
染
管
理
に
係
る
看
護
技
術
の
革
新
も
コ
ロ
ナ
禍
沈
静

化
へ
の
大
き
な
要
因
と
な
る
で
し
ょ
う
。
三
十
億
年
前
に
は

こ
の
地
球
に
存
在
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
の
機

能
解
明
へ
の
あ
く
な
き
挑
戦
は
、
現
代
人
の
大
き
な
使
命
で

あ
り
疫
病
退
散
へ
の
祈
り
で
も
あ
る
の
で
す
。

理
事
長
・
学
長

早　

川　

正　

幸

自
然
へ
の
畏
怖
と

そ
の
仕
組
み
の
解
明
に
向
け
て

感
謝
と
と
も
に
生
き
る

　

看
護
学
研
究
科
は
開
設
か
ら
20
年
目
を
迎
え
、
修
了
生

は
1
3
3
名
に
な
り
ま
し
た
。
博
士
課
程
と
し
て
2
年
目

と
な
っ
た
今
年
度
の
在
籍
学
生
は
、
前
期
課
程
が
20
名
、

後
期
課
程
が
9
名
で
、
就
業
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
学

び
を
深
め
て
い
ま
す
。
未
だ
収
束
さ
れ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
曝
さ
れ
て
い
る
状

況
下
に
お
い
て
は
、
看
護
提
供
を
必
要
と
す
る
人
々
に
心

を
馳
せ
、
専
心
と
誠
意
を
も
っ
て
最
善
を
尽
く
す
看
護
の

専
門
職
の
真
価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。

　

大
学
院
で
の
学
び
は
最
善
の
看
護
を
提
供
す
る
た
め
の

実
践
力
の
み
な
ら
ず
思
考
力
や
洞
察
力
を
養
い
、
ま
た
学

生
や
教
員
と
の
討
議
を
重
ね
な
が
ら
看
護
実
践
現
象
の
意

味
付
け
や
看
護
を
学
問
と
し
て
深
く
追
究
す
る
機
会
に
な

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
伴
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
の
中
で
、
看
護
を
必
要
と
す
る
人
々
が
、
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
目
先
だ
け
で

は
な
く
将
来
を
見
据
え
た
創
造
力
や
俯
瞰
力
、
変
革
力
も

必
要
で
す
。
本
大
学
院
で
は
時
代
の
要
請
に
対
応
し
得
る

様
々
な
力
を
養
い
、
学
生
一
人
一
人
が
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

を
発
展
で
き
る
よ
う
に
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
引
き
続
き
、
小
川
忍
会
長
様
を
は
じ
め
、
会

員
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

山
梨
県
立
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科　

研
究
科
長　

遠　

藤　

み
ど
り

時
代
を
睨
み
、
最
善
の
看
護
を
提
供
す
る

高
度
看
護
実
践
者
の
育
成
を
め
ざ
し
て
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私
は
教
育
現
場
を
離
れ
、
数
年
ぶ
り
に

週
２
日
間
訪
問
看
護
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
久
し
ぶ
り
の
看
護
実
践
の
場
は
と
て

も
新
鮮
で
あ
り
、
利
用
者
や
家
族
に
関
わ

れ
る
訪
問
看
護
師
と
し
て
の
喜
び
を
日
々

感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
自
分
の
ス
キ
ル

や
訪
問
看
護
師
と
し
て
の
判
断
力
が
試
さ

れ
る
の
が
訪
問
看
護
の
現
場
で
す
。
今
日
の
私
の
関
わ
り
や
態
度
は
、

利
用
者
や
家
族
へ
の
ケ
ア
と
し
て
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
利
用
者
や

家
族
の
思
い
を
聴
け
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
振
り
返
る
毎
日
で
す
。
ま
た
、

訪
問
先
で
の
看
護
実
践
は
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
と
し
て
の
知
識
、
技

術
を
確
認
し
根
拠
の
あ
る
看
護
を
提
供
す
る
た
め
の
学
び
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
人
道
危
機
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
の
平
穏
な
日
常
が
脅
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
心
が
痛
み
ま
す
。
平
和
な
世
界
が
訪
れ
る
こ
と
を
祈

り
つ
つ
、
病
気
や
障
害
を
抱
え
な
が
ら
も
住
み
慣
れ
た
場
所
で
生
活
が

続
け
ら
れ
る
よ
う
在
宅
医
療
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
多
職
種
と

協
働
し
在
宅
看
護
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

在
宅
医
療
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
し
て�

山
梨
市
立
牧
丘
病
院　

松　

土　

は
つ
み

修
了
生

　

平
素
よ
り
本
セ
ン
タ
ー
へ
の
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
開
設
か
ら
13
年
目
を
迎
え
、
看
護
職

者
の
実
践
力
向
上
を
目
指
し
た
研
修
事
業
の
受
講
者
も

延
べ
1
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
認
知
症
看
護
な
ら

び
に
緩
和
ケ
ア
看
護
（
閉
講
）
の
教
育
課
程
の
修
了
生

は
4
0
9
名
と
な
り
、
県
内
外
の
実
践
現
場
で
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
感
染
症
に
対
す
る
強
靭
な
社

会
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
す
山
梨
県
の
要
請
を
受
け
、

特
定
行
為
研
修
を
組
み
込
ん
だ
感
染
管
理
の
認
定
看
護

師
教
育
課
程
を
令
和
5
年
4
月
に
開
設
で
き
る
よ
う
に

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
っ
て
も
常
に
人
々
の
い
の

ち
を
守
り
、
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
真
摯
に
看
護

を
提
供
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
通
せ
な
い
状
況
で

す
が
、
白
樹
会
会
員
の
皆
様
に
お
き
ま
し
て
は
少
し
で

も
平
穏
な
日
常
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
川
忍
会
長
様
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
白
樹
会
の
更
な
る
ご
繁
栄
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

山
梨
県
立
大
学
看
護
実
践
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長　

遠　

藤　

み
ど
り

い
の
ち
を
守
り
、

心
に
寄
り
添
え
る

　
看
護
職
の
育
成
を目指

し
て

　

私
は
現
在
、働
き
な
が
ら
大
学
院
に
通
っ
て
い
ま
す
。
大
学
院
で
は「
出

産
体
験
の
振
り
返
り
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。
出
産
は
幸
せ
な
体
験
で
あ
る
と
同
時
に
自
己
概
念
を
大
き
く
揺
る
が

す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
助
産
師
は
出
産
体
験
の
振
り
返
り
を
行

う
中
で
、
産
婦
の
語
り
を
傾
聴
し
、
産
婦
が
出
産
体
験
を
意
味
づ
け
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
研
究
は
大
変
で
す
が
、

学
修
し
た
こ
と
を
臨
床
で
実
践
し
、
患
者
さ
ん
の
反
応
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
と
き
は
本
当
に
嬉
し
く
、
も
っ
と
よ
り
よ
い
ケ
ア
は
な
い
か
と

向
上
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
指
導
し
て
く
れ
る
先
生
方
や
大

学
院
の
同
期
と
ケ
ア
を
共
有
す
る
こ
と
は
私

の
楽
し
み
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
命
の
誕
生
に
立
ち
会
う
こ
と
は

神
秘
的
で
あ
り
、
そ
の
支
援
が
で
き
る
助
産

師
と
い
う
職
業
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
母
子

と
も
に
安
全
・
安
楽
に
妊
娠
期
を
過
ご
し
、

満
足
の
い
く
出
産
に
な
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら

も
「
祈
り
」
な
が
ら
、
母
子
そ
し
て
そ
の
家

族
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
で
の
学
び
を
活
か
し
て

−

助
産
師
の
私
と
し
て
の
祈
り

−

山
梨
県
立
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科　

博
士
前
期
課
程　

清　

水　

有　

紗

大
学
院
生

　

私
は
山
梨
県
立
看
護
大
学
4
回
生
と
し

て
本
学
を
卒
業
後
、
病
院
看
護
師
や
行
政

保
健
師
の
経
験
を
経
て
訪
問
看
護
師
と
し

て
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
き
な
が

ら
、
本
学
の
修
士
課
程
に
進
学
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
域
全
体
を
広
域
的
に
捉
え
な
が

ら
療
養
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
実
践
に
つ

い
て
学
び
、在
宅
看
護
専
門
看
護
師
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

看
護
実
践
の
効
果
を
よ
り
明
確
に
示
す
こ
と
を
目
標
に
学
び
を
深
め
た

い
と
思
い
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
ま
し
た
。

　

地
域
で
は
様
々
な
年
代
の
医
療
依
存
度
が
高
い
在
宅
療
養
児
・
者
が
増

え
て
お
り
、
訪
問
看
護
師
は
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
よ
う
個
々
に
寄
り
添
っ
て
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
研
究
も
微
力

な
が
ら
在
宅
看
護
実
践
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
自
身
の
研

究
テ
ー
マ
と
向
き
合
い
自
己
研
鑽
に
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
疾
患
の
有
無
や
独
居
等
は
関
係
な
く
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
「
祈
り
」、
こ
れ

か
ら
も
在
宅
看
護
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

在
宅
看
護
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

�
山
梨
県
立
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科　

博
士
後
期
課
程　

田
草
川　

純　

子

大
学
院
生
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【国際交流支援活動報告】

【大学院生支援】
【リレーフォーライフジャパン2021

in甲府活動支援】

ブラジル人学校での健康支援活動に参加して
　看護学部で唯一、専門分野の海外実地研修に参加できる科目が「国際保健医療演習」ですが、コロナ禍の影響ですで
に３年間、海外研修に行けていません。その間、国際看護担当教員としては「止めない国際交流」を合言葉に、日本に
いても国際看護を考えられるような講義や体験型イベントを企画してきました。現地で体感する学びや気付きには到底
かないませんが、すでに多国籍・多文化社会となっている日本では、国内にいながらにして国際的な視野を持ち看護を
することの重要さを学ぶ機会があります。昨年度に引き続き、南アルプス市にあるブラジル人学校の健康支援活動に参
加し、身体計測や握力計測、内科・眼科健診のお手伝いを行いました。以下、参加学生の学びをお届けします。
　〈今回、日本で暮らす外国人の学校に訪れ、言葉の壁がある子どもたちへの身体計測等をサポートする中で考えさせら
れたことがあります。
　まず感じたのは、ノンバーバルコミュニケーションの大切さです。採血針が刺さる恐怖から泣いてしまう子どもがい
ましたが、言葉の壁がある子どもに「頑張ったね」と声をかけるよりも、手を握ったり、タッチしたり、目を見てその
不安に寄り添い、笑顔で接することが安心につながることが実感できました。また、外国人学校の先生が「子供たちの
視力が低下しても、どの病院に行けばよいか分からない」と仰ったことが印象的でした。思うように受診できないこと
で視力矯正の機会が減り、ますます視力は悪化します。診察医は、言葉が分からない両親の代わりになる付き添い者が
いるかなど丁寧に聞き取りをしていましたが、私は、自分の出身県の外国人が、どんな健康支援を受けどんな健康状態
でいるかも知らなかったことに気づき衝撃を受けました。同時に、日本で暮らす外国人の健康を意識して考える必要性
を感じ、国際的な視野で看護を行う際にも、まずは身近なことに関心を持ち知らなければならないと感じました。貴重
な体験をありがとうございました。〉

「国際保健医療演習」、「国際看護学」
（科目担当教員）長坂香織・井川由貴
（看護学部３年生）度会彩惠、黄玟（看護学部４年生）、雨宮茉友子（2022年３月）

研究に励む大学院生に
図書カードをお渡ししました。

外部講師用飲用水を寄附しました。
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山梨県立大学看護学部　同窓会「白樹会」
2022年度　通常総会のお知らせ

2022年10月23日（日）　　11：00～　（受付開始10：30）

申込

会場

①申込フォーム（右QRコード読み取り）　
②メール　hakujyu@yamanashi-ken.ac.jp
③返信はがき（本誌同封）

のいずれか

山梨県立大学看護学部（池田キャンパス）101講義室またはzoom

〆切9月30日

長年本学の教育に携わってこられた遠藤みどり教授と長坂香織教授が2023年３月をもって退官されます。
最終講義を下記の通り開催いたしますのでご案内します。
なお、申込等詳しい情報は改めて大学および白樹会HPに掲載いたします。

遠藤みどり教授　最終講義
日時：2023年３月14日（火）　14：00～ 15：30

場所：池田キャンパス・講堂

長坂香織教授　最終講義
日時：2023年３月９日（木）　14：00～ 15：30

場所：池田キャンパス・３号館LL教室

最終講義のお知らせ

講演会について
例年通常総会のあと、講師をお招きして講演会を開催しておりました。
今年度は、看護学研究科開設20周年を迎え、シンポジウムが開かれます。
白樹会も後援となっておりますので、会員のみなさま、ぜひご参加ください。
日時：10月23日（日）　13：00 ～　場所：池田キャンパス講堂・zoom

オンライン参加等詳しい情報は、後日白樹会HP（https://www.hakujukai.net）に
掲載しますのでご覧ください。

申込はこちら☟申込はこちら☟

山田光子教授の
最終講義ご報告

　2022年３月８日、池田キャンパス講堂において開催
された山田光子教授の最終講義のテーマは「看護管理の
魅力」でした。看護職として19年、看護教育24年、通
算43年間の看護に対する思い、看護管理として組織の
活性化の基盤となる一人ひとりの人間力が発揮できるよ
うに、共に考え共に喜ぶことを大切にされてきた山田先
生の信念に触れるすばらしい講義でした。

　白樹会通常総会は看護学部学園祭（聖灯祭）と同日に例年行っておりますが、今年度は聖灯祭への
外部参加ができないことから20周年記念シンポジウムと同日に設定しました。
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感
染
対
策
を
講
じ
、
大
学
の
な
か
を
学

生
が
行
き
交
う
当
た
り
前
の
光
景
が
戻
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
一
人
自
宅

で
リ
モ
ー
ト
講
義
を
受
け
て
い
た
学
生

は
「
一
人
は
孤
独
で
不
安
だ
っ
た
。
皆
と

一
緒
に
講
義
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
楽
し

い
」
と
目
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
ま
す
。

場
を
共
有
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
日
常
の

な
か
の
見
直
す
べ
き
と
こ
ろ
、
改
め
て
大

切
な
こ
と
を
再
認
識
す
る
一
年
で
も
あ
り

ま
し
た
。
混
沌
と
し
た
世
界
情
勢
の
な
か
、

皆
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
白
樹
会
活
動
を

継
続
で
き
る
こ
と
、
今
年
も
会
誌
を
同
窓

生
の
皆
様
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
に
改
め

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
祈
り
」
で
し
た
。

全
国
各
地
で
ご
活
躍
し
、
母
校
の
発
展
を

温
か
く
見
守
っ
て
下
さ
る
同
窓
生
の
皆
様

の
声
を
届
け
合
い
、
つ
な
が
り
あ
え
る
会

誌
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
事
務
局
員
一
同
、
活
動
の

充
実
に
向
け
て
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
お

力
添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
一
同

同
窓
会
白
樹
会
の
活
動
に
関
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

連絡先　〒400−0062　山梨県甲府市池田一丁目６番１号　Tel.055−253−7780　Fax.055−253−7781　発行所：山梨県立大学看護学部内同窓会事務局

編
集
後
記

山梨県立大学大学院看護学研究科

2023年度博士前期課程・博士後期課程募集
詳しくは、「山梨県立大学大学院」を検索

http://www.graduatenursing-yamanashiken.com/

山梨県立大学看護実践開発研究センター

認知症看護Ａ課程募集中
感染管理Ｂ課程準備中

詳しくは　https://rcdnp.yamanashi-ken.ac.jp/

受付時間　月～金　9：30～12：00／13：00～17：00

〒670－0948  兵庫県姫路市北条宮の町172番地
Tel.079－284－1380　Fax.079－288－4834

「サラト」で検索。同窓会幹事代行
Reフレンズのバナーをクリック。

検 索
同窓会幹事代行『Reフレンズ』

対応！

住所が分からない

案内状を
出したくても

そんなケースにも

同窓会をしたいけど、幹事は大変・・・
そんな幹事様の声にお応えして、
サラトが幹事の仕事を代行いたします！
まずは、お気軽にお問い合わせください。

すべて
当日までの雑務は

おまかせ

セキュリティも 安心♪
パスワードでログイン

同窓会専用
ホームページ
　　　開設

　　　　　　　 同窓会プロデュース専用お問い合わせ

「白樹会基金」を設立します。
ただいま、基金規定を整備しております。


